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食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
の
プ
ロ
セ

ス
が
後
半
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
昨
年
10
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
の

基
本
法
検
証
部
会
は
、
5
月
に
公
表
し
た
「
中
間
取

り
ま
と
め
」
を
軸
に
地
方
で
の
意
見
交
換
会
も
実
施

し
て
き
た
。
一
連
の
流
れ
の
ベ
ー
ス
に
は
、
基
本
法

の
施
行
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過
す
る
現
段
階
で
、
内

外
の
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
改
正
が
必
要
だ
と
の

判
断
が
あ
る
。
こ
の
判
断
は
理
解
で
き
る
し
、
十
分

に
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。
そ
の

う
え
で
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
を
念
頭
に
、
い
さ
さ

か
気
に
な
っ
た
点
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
基
本
法
の
も
と
で
講
じ
ら
れ
た
施
策
を
め

ぐ
っ
て
、
具
体
的
に
検
証
し
た
結
果
を
読
み
取
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
今
回
の
論
点

を
絞
り
込
む
な
ら
ば
、
農
政
の
現
場
で
も
あ
る
市
町

村
段
階
に
お
け
る
検
証
が
大
切
だ
と
思
う
。
と
く
に

新
た
な
施
策
の
導
入
や
既
存
の
施
策
の
組
み
替
え
に

つ
い
て
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
両
面
か
ら
評
価
す
る

こ
と
が
、
近
未
来
の
政
策
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
は
ず
で
あ
る
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
経
営
所

得
安
定
対
策
の
導
入
と
停
止
・
復
活
、
米
の
生
産
調

整
を
め
ぐ
る
制
度
の
変
転
、
さ
ら
に
は
農
地
中
間
管

理
事
業
の
新
設
と
転
換
な
ど
、
基
本
法
下
の
農
政
に

は
揺
れ
も
大
き
か
っ
た
。
安
定
し
な
い
制
度
に
つ
い

て
は
、
対
応
す
る
現
場
の
負
担
の
増
大
と
い
う
コ
ス

ト
が
伴
っ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

施
策
の
検
証
と
い
う
点
で
は
、
し
ば
し
ば
官
邸
主

導
型
な
ど
と
称
さ
れ
る
政
策
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ

る
。
農
林
水
産
省
な
ど
と
は
別
の
世
界
か
ら
舞
い
降

り
て
く
る
政
策
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
や
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
の
枠
外
に
あ
る
と
も
言
え
よ
う

が
、
基
本
法
下
の
制
度
へ
の
影
響
の
観
点
に
立
っ
た

検
証
は
重
要
で
あ
る
。
市
町
村
段
階
の
農
政
の
運
用

の
あ
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
加
え
て
、
別
世
界
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
政
策

に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
具

体
化
さ
れ
、
提
案
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
検
証
す
る

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
点
に
つ
い

て
検
証
可
能
な
十
分
な
エ
ビ
デ
ン
ス
が
公
的
に
存
在

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
。

甘酸っぱさを漂わせる秋の味覚（北海道仁
に

木
き

町
ちょう

）

写真キャプション
「フルーツの町」として知られ
る仁木町は、北海道産りんごの
代表的産地であり、９月から10
月にはりんご狩りが楽しめる。
ワイン用ぶどうの栽培にも適
し、近年は、余市町と共にワイ
ンツーリズム・プロジェクトを
立ち上げ、ぶどうの生産から加
工、そして観光も含めたワイン
産業の振興を推し進めている。

政
策
の
検
証
は
？

東
京
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
農
業
研
究
所
研
究
員

生し
ょ
う

源げ
ん

寺じ

 

眞し
ん

一い
ち

活

動

活

動

政

策

情�

報

情�

報

随�

想

正
副
会
長
が
松
本
総
務
大
臣
及
び　

　

自
民
党 

萩
生
田
政
務
調
査
会
長
、
梶
山
幹
事
長
代
行
を
表
敬
訪
問
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

吉
田
会
長
が
自
民
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑶

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

　

ー
令
和
５
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
選
定
し
ま
し
た
ー

　

 

内
閣
府　

地
方
創
生
推
進
事
務
局　

熊
谷　

早
瑛
�
⑷

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑻

投
票
率
向
上
へ
の
一
基
礎
自
治
体
の
試
み
�
�
�
�
�
�
�
�
宮
城
県
利
府
町
長　

熊
谷　

大
�
⑽
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

全
国
町
村
会
の
吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂

町
長
）、
矢
田
富
郎
副
会
長
・
会
長
代
行
（
石

川
県
津
幡
町
長
）
は
８
月
24
日
、
正
・
副
会
長

就
任
挨
拶
の
た
め
、
松
本
剛
明
総
務
大
臣
及
び

自
由
民
主
党　

萩
生
田
光
一
政
務
調
査
会
長
、

梶
山
弘
志
幹
事
長
代
行
を
表
敬
訪
問
し
た
。

松
本
総
務
大
臣
、
萩
生
田
政
務
調
査
会
長
、

梶
山
幹
事
長
代
行
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
本
会
の
活

動
に
対
し
て
力
強
い
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

▲松本総務大臣（中央）、吉田会長（左）、矢田会長代行（右）

▲自民党　梶山幹事長代行 ▲自民党　萩生田政務調査会長

正副会長が松本総務大臣及び正副会長が松本総務大臣及び
自民党 萩生田政務調査会長、自民党 萩生田政務調査会長、
梶山幹事長代行を表敬訪問梶山幹事長代行を表敬訪問

全 国 町 村 会全 国 町 村 会
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活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02 3252 活動_吉田会長あいさつ回り_B.indd   2p02 3252 活動_吉田会長あいさつ回り_B.indd   2 2023/08/31   14:02:442023/08/31   14:02:44



ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
平
井
伸
治

全
国
知
事
会
長
（
鳥
取
県
知
事
）
は
、
は

じ
め
に
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、社
会
資
本
整
備
や
国
土
強
靱
化
、

防
災
・
減
災
に
関
す
る
確
実
か
つ
機
動
的

な
財
政
支
援
を
要
望
し
た
。

人
口
減
少
、少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

全
国
一
律
で
行
う
施
策
は
国
が
責
任
を

持
っ
て
行
う
と
と
も
に
、
地
方
が
行
う
事

業
に
対
す
る
財
源
を
確
保
す
る
よ
う
求

め
た
。
併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
総
合
戦
略
で
掲
げ
ら
れ
た
２
０
２

７
年
度
の
東
京
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
者

目
標
を
確
実
に
実
現
し
て
ほ
し
い
と
述

べ
た
。

ま
た
、
本
年
９
月
末
が
期
限
と
な
る
物

価
高
騰
対
策
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
秋
以
降
も
継
続
的
か
つ
機
動
的
な

対
策
を
講
じ
る
よ
う
訴
え
た
。

こ
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

チ
ェ
ッ
ク
に
係
る
期
限
や
財
源
、
シ
ス
テ

ム
上
の
工
夫
を
含
む
対
応
を
求
め
た
。

最
後
に
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
の
確
保
を
求
め
て
発
言
を
締
め
く

く
っ
た
。

続
い
て
松
本
総
務
大
臣
が
挨
拶
に
立

ち
、「
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、『
総
務

省
重
点
施
策
２
０
２
４（
案
）』に
沿
っ
て
、

事
項
要
求
も
含
め
て
概
算
要
求
を
す
る
。

地
方
財
政
に
つ
い
て
も
、
地
方
自
治
体
が

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
応
し
つ
つ
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ

う
、
骨
太
方
針
等
も
踏
ま
え
て
一
般
財
源

総
額
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に
よ
る
影
響

等
へ
の
対
応
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
に
つ
い
て
、

「
地
方
自
治
体
と
の
連
携
体
制
を
強
化
し

つ
つ
、
必
要
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
く
」
と
し
、理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

吉
田
隆
行
会
長
（
広
島
県
坂
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
の
代

表
者
は
８
月
24
日
、
自
由
民
主
党
が
開
催
し
た
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に

出
席
し
た
。
会
議
で
は
、
令
和
６
年
度
総
務
部
会
関
係
予
算
概
算
要
求
お
よ

び
税
制
改
正
要
望
の
と
り
ま
と
め
に
向
け
た
要
望
の
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

▲発言する松本総務大臣 ▲出席する吉田会長

吉
田
会
長
が
自
民
党
総
務
部
会

吉
田
会
長
が
自
民
党
総
務
部
会

関
係
合
同
会
議
に
出
席

関
係
合
同
会
議
に
出
席

地方六団体地方六団体
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

本
年
１
月
30
日
発
行
の
本
紙
に
て
令

和
５
年
度
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
募

集
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
、
選
定

結
果
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

令
和
５
年
度
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

の
選
定
に
お
い
て
は
、
昨
年
12
月
23
日
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
総
合
戦
略
」
の
実
現
に
向
け
、

産
官
学
と
地
域
住
民
が
連
携
し
た
自
律
的

好
循
環
の
形
成
、
脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル

化
等
の
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体

か
ら
37
の
提
案
が
あ
り
、
有
識
者
に
よ
る

書
面
審
査
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
審
査
を
経
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を

▲

資
料
１

▲
資
料
２

都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名

青森県 弘前市 福井県 大野市 岡山県 備前市

群馬県 桐生市 山梨県 ★山梨県 広島県 福山市

埼玉県
鴻巣市 長野県 松本市 愛媛県 四国中央市

深谷市 京都府 宮津市 福岡県 糸島市

千葉県 木更津市

兵庫県

★兵庫県 佐賀県 鹿島市

東京都
大田区 加古川市 福岡県 延岡市

東村山市 三木市
鹿児島県

出水市

富山県 氷見市 三田市 奄美市

石川県
七尾市 鳥取県 八頭町

野々市市 島根県 松江市

令和５年度 ＳＤＧｓ未来都市 選定都市一覧

・都道府県・市区町村コード順
・黄色網掛けは「自治体ＳＤＧｓモデル事業」選定都市
・★はＳＤＧｓ未来都市のうち都道府県

令和５年度「ＳＤＧｓ未来都市」選定証授与式の様子

政　策

ー令和５年度SDGs未来都市を選定しましたーー令和５年度SDGs未来都市を選定しましたー

内閣府　地方創生推進事務局　熊谷　早瑛内閣府　地方創生推進事務局　熊谷　早瑛

地方創生に向けた地方創生に向けた
SDGsの推進についてSDGsの推進について
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28
都
市
、
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業

を
10
事
業
選
定
し
、
５
月
19
日
、
岡
田
地

方
創
生
担
当
大
臣
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
の
代
表
者
に
、
選
定
証
を
授
与
し
ま
し

た
。（
資
料
１
、
２　

令
和
５
年
度
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
選
定
都
市
一
覧
、
集
合
写

真
）Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
組
と

認
め
ら
れ
る
提
案
を
し
た
都
市
・
地
域
の

こ
と
で
す
。
内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
に
沿
っ
た
統
合
的
取
組
を
推
進
す
る

都
市
・
地
域
の
中
か
ら
、
経
済
・
社
会
・

環
境
の
三
側
面
に
お
け
る
新
し
い
価
値

創
出
を
通
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実

現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
都
市
・
地

域
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
選
定

を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
の
６
年

間
で
、
累
計
１
８
２
都
市
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
町
村
で
は
、
27
都
市
が
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
と
は

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
と
は

「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と

は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
中
で
も
、

特
に
先
導
的
な
取
組
で
あ
り
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

地
域
に
お
け
る
自
律
的
好
循
環
の
形
成
が

見
込
ま
れ
る
事
業
を
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
し
、
国
の
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
30
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
６
年
間

で
、
60
事
業
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
町
村
は
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
、
北
海

道
下
川
町
、
熊
本
県
小
国
町
、
岡
山
県
西

粟
倉
村
、
鹿
児
島
県
大
崎
町
、
沖
縄
県
恩

納
村
、
北
海
道
上
士
幌
町
、
熊
本
県
山
都

町
の
８
事
業
で
す
。

（
資
料
３
、
４　

未
来
都
市
・
モ
デ
ル

事
業
概
要
、
選
定
都
市
一
覧
）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

▲

資
料
３

▲
資
料
４

概 
要

SDGs未来都市

成 
功 
事 
例 
の 
普 
及 
展 
開自治体ＳＤＧｓ推進関係省庁タスクフォースによる省庁横断的な支援（計画策定・事業実施等）

自治体SDGsモデル事業（10件）

持続可能なまちづくり

SDGsの理念に沿った基本的・総合的取組を推進
しようとする都市・地域の中から、特に、 経済・社
会・環境の三側面の統合的取組による相乗効果、
新しい価値の創出を通して、持続可能な開発を実
現するポテンシャルが高い都市・地域を選定

ＳＤＧｓ未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル事業について

地方創生推進交付金の、申請事業数上限の枠外と
して、１事業追加可能

補助金 総額 2.5億円  上限2,500万円／都市 × 10件

補助

選定趣旨

2021年度からは、脱炭素化に関する取組を選
定時の加点要素として追加

補助区分 対象経費 補助金額・補助率
全体マネジメント・
普及啓発等経費

計画策定、事業実施体制の構築、
普及啓発活動 など

1,500万円
【定額】

事業実施経費 外注費（工事請負、システム開発 
等）、委託料 など

1,000万円
【補助率1/2】

SDGs未来都市に選定された都市のうち、
多様なステークホルダーとの連携を通し、地域における自律的好 循環
の形成が見込める、特に先導的な事業

○中長期を見通した持続可能なまちづくりに向けて、地方創生に資する、地方公共団体によるSDGsの取組みをさらに推進していく
ためには、モデルとなる先進事例の創出と、普及展開が必要。

○我が国の「SDGsモデル」の構築に向け、地方公共団体によるSDGsの達成に向けた優れた取組を提案する都市を
「SDGs未来都市」として選定。また、特に先導的な取組を「自治体SDGsモデル事業」として選定し、補助金による支援を行う 。
⇒2022年度までの5カ年で「SDGs未来都市」154都市、「自治体SDGsモデル事業」50事業を選定。

○地方公共団体の取組を支援するとともに、成功事例の普及展開を行い、全国の地方創生の深化につなげる。

自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会による継続的な助言、支援

2023年度

1

2018年選定（全29都市）

都道府県 選定都市名

北海道

★北海道

札幌市

ニセコ町

下川町

宮城県 東松島市

秋田県 仙北市

山形県 飯豊町

茨城県 つくば市

神奈川県

★神奈川県

横浜市

鎌倉市

富山県 富山市

石川県
珠洲市

白山市

長野県 ★長野県

静岡県
静岡市

浜松市

愛知県 豊田市

三重県 志摩市

大阪府 堺市

奈良県 十津川村

岡山県
岡山市

真庭市

広島県 ★広島県

山口県 宇部市

徳島県 上勝町

福岡県 北九州市

長崎県 壱岐市

熊本県 小国町

2019年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

岩手県 陸前高田市

福島県 郡山市

栃木県 宇都宮市

群馬県 みなかみ町

埼玉県 さいたま市

東京都 日野市

神奈川県
川崎市

小田原市

新潟県 見附市

富山県
★富山県

南砺市

石川県 小松市

福井県 鯖江市

愛知県

★愛知県

名古屋市

豊橋市

滋賀県 ★滋賀県

京都府 舞鶴市

奈良県

生駒市

三郷町

広陵町

和歌山県 和歌山市

鳥取県
智頭町

日南町

岡山県 西粟倉村

福岡県
大牟田市

福津市

熊本県 熊本市

鹿児島県
大崎町

徳之島町

沖縄県 恩納村

2020年選定（全33都市）

都道府県 選定都市名

岩手県 岩手町

宮城県
仙台市

石巻市

山形県 鶴岡市

埼玉県 春日部市

東京都 豊島区

神奈川県 相模原市

石川県

金沢市

加賀市

能美市

長野県 大町市

岐阜県 ★岐阜県

静岡県
富士市

掛川市

愛知県 岡崎市

三重県
★三重県

いなべ市

滋賀県 湖南市

京都府 亀岡市

大阪府

★大阪府・大阪市

豊中市

富田林市

兵庫県 明石市

岡山県 倉敷市

広島県 東広島市

香川県 三豊市

愛媛県 松山市

高知県 土佐町

福岡県 宗像市

長崎県 対馬市

熊本県 水俣市

鹿児島県 鹿児島市

沖縄県 石垣市

2021年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

北海道 上士幌町

岩手県 一関市

山形県 米沢市

福島県 福島市

茨城県 境町

群馬県 ★群馬県

埼玉県 ★埼玉県

千葉県 市原市

東京都
墨田区

江戸川区

神奈川県 松田町

新潟県 妙高市

福井県 ★福井県

長野県
長野市

伊那市

岐阜県

岐阜市

高山市

美濃加茂市

静岡県 富士宮市

愛知県
小牧市

知立市

京都府
京都市

京丹後市

大阪府 能勢町

兵庫県
姫路市

西脇市

鳥取県 鳥取市

愛媛県 西条市

熊本県
菊池市

山都町

沖縄県 ★沖縄県

2022年選定（全30都市）

都道府県 選定都市名

宮城県 大崎市

秋田県 大仙市

山形県 長井市

埼玉県
戸田市

入間市

千葉県 松戸市

東京都
板橋区

足立区

新潟県

★新潟県

新潟市

佐渡市

石川県 輪島市

長野県
上田市

根羽村

岐阜県 恵那市

静岡県 御殿場市

愛知県 安城市

大阪府 阪南市

兵庫県
加西市

多可町

和歌山県 田辺市

鳥取県 ★鳥取県

徳島県
徳島市

美波町

愛媛県 新居浜市

福岡県 直方市

熊本県

八代市

上天草市

南阿蘇村

鹿児島県 薩摩川内市

2023年選定（全28都市）

都道府県 選定都市名

青森県 弘前市
群馬県 桐生市

埼玉県
鴻巣市

深谷市
千葉県 木更津市

東京都
大田区

東村山市
富山県 氷見市

石川県
七尾市

野々市市
福井県 大野市
山梨県 ★山梨県
長野県 松本市
京都府 宮津市

兵庫県

★兵庫県

加古川市

三木市

三田市
鳥取県 八頭町
島根県 松江市
岡山県 備前市
広島県 福山市
愛媛県 四国中央市
福岡県 糸島市
佐賀県 鹿島市
宮崎県 延岡市

鹿児島県
出水市

奄美市

平成30年度～令和5年度ＳＤＧｓ未来都市等選定都市一覧

※各年度都道府県・市区町村コード順
※黄色網掛けは「自治体SDGsモデル事業」選定自治体
（新潟県佐渡市の「自治体SDGsモデル事業」選定は2023年度）
※★はSDGs未来都市のうち都道府県
※赤囲いは「SDGs未来都市」に選定された町村
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今
年
度
選
定
さ
れ
た
町
村

今
年
度
選
定
さ
れ
た
町
村

今
年
度
は
、
鳥
取
県
八
頭
町
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
振

興
や
「
隼
Ｌ
ａ
ｂ
．」
を
核
と
し
た
地
域

産
業
の
振
興
・
雇
用
の
促
進
（
経
済
）、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
推
進
や
持
続
可
能

な
地
域
交
通
の
構
築
に
よ
る
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
（
社
会
）、

木
育
・
環
境
教
育
や
林
業
振
興
に
よ
る
森

林
の
循
環
利
用
（
環
境
）
の
取
組
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
方
の
状
況
は
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
に
よ
り
経
済
が
縮
小
し
、
人

手
不
足
等
の
課
題
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
と
い
っ
た
新

た
な
課
題
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
首
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、
地
域
の
課
題
や
資
源

を
十
分
に
認
識
・
活
用
し
、
持
続
可
能

な
地
域
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る

力
強
い
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、

他
の
小
規
模
自
治
体
の
模
範
で
あ
り
、

成
果
が
優
良
事
例
と
し
て
横
展
開
さ
れ

る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組

が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
町
村
か
ら
の

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
選
定
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
年
度
は
、
ぜ
ひ
、
多
く
の
町
村
か
ら

応
募
い
た
だ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
だ

け
で
な
く
、
そ
の
先
導
的
取
組
で
あ
る
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
へ
の
選
定
も

期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
選
定
の
今
後

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
選
定
の
今
後

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
応
募
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
提
案
を
検
討
す
る

プ
ロ
セ
ス
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
道
筋
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に

有
益
で
す
。
ま
ず
は
、
地
域
の
課
題
を
十

分
に
掘
り
起
こ
し
て
整
理
し
た
う
え
で
、

ま
ち
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
が
起
点
と
な

り
ま
す
。

そ
の
課
題
を
行
政
機
関
の
み
で
解
決
し

て
い
こ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
や

民
間
企
業
・
地
域
金
融
機
関
・
大
学
等
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
合

言
葉
に
連
携
し
て
い
き
な
が
ら
、
公
的
支

援
に
依
存
し
な
い
事
業
や
取
組
を
生
み
出

し
て
い
く
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の

選
定
選
定

内
閣
府
で
は
、
令
和
４
年
度
補
正
予

算
で
、
小
規
模
な
地
方
公
共
団
体
等
が

広
域
で
連
携
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
て
地
域
に
お
け
る
脱
炭
素
化
や
デ

ジ
タ
ル
化
等
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性

化
を
目
指
す
事
業
を
「
広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
し
、
補
助

金
を
交
付
し
て
、
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

令
和
４
年
度
、
広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
事
業
に
選
定
し
た
２
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。

岡
山
県
真
庭
市
、
岡
山
県
岡
山
市
、
岡

山
県
倉
敷
市
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
で
は
、

広
域
連
携
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
、
岡
山
県
版
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
感

ツ
ア
―
」
を
実
装
す
る
こ
と
で
、
ａ
ｆ
ｔ

ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
・
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
お
け

る
観
光
振
興
へ
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
都

市
規
模
や
地
域
性
に
応
じ
た
地
域
課
題
解

決
の
仕
組
み
を
体
感
型
で
発
信
し
、
ロ
ー

カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
促
進
を
図
り
ま
す
。

高
知
県
土
佐
町
、
高
知
県
本
山
町
、
香

川
県
高
松
市
で
は
、
利
水
域
と
水
源
域
が

連
携
し
、
水
源
の
保
全
と
涵
養
、
山
林
の

活
用
、
地
域
脱
炭
素
を
同
時
実
現
す
る
中

間
支
援
組
織
を
構
築
し
、
水
源
の
涵
養
を

寄
与
す
る
新
産
業
の
創
出
や
、
投
資
、
担

い
手
の
人
材
確
保
及
び
育
成
を
成
果
連
動

事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を

踏
ま
え
て
、複
数
自
治
体
の
連
携
に
よ
り
、

目
指
す
べ
き
姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向

け
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
各
側
面
へ
好

影
響
を
与
え
る
具
体
的
な
取
組
を
実
践
し

よ
う
と
す
る
、
非
常
に
先
導
的
な
提
案
と

い
え
ま
す
。

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取
組
支
援

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取
組
支
援

内
閣
府
で
は
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
に
よ
り
地
域
課
題
の
解
決
へ
の
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
体
に
お
い
て
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
「
人
材
育
成
講
座
」
の
開
講
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

「
人
材
育
成
講
座
」
で
は
、
地
域
課
題

を
分
析
す
る
手
法
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
た
政
策
構
築
に
関
す
る
知
識
等
を
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
め
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
推
進
し
た

い
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、『
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談

会
』
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

随
時
、
メ
ー
ル
等
に
て
情
報
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
、

貴
自
治
体
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
組
の

政　策
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一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
成
果
報
告
会

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
成
果
報
告
会

内
閣
府
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
取

組
を
紹
介
す
る
た
め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
成
果
報
告
会
（
以
下
、成
果
報
告
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。（
令
和
４
年
11
月
30

日
、
令
和
５
年
２
月
８
日
に
開
催
。）

事
例
報
告
、
普
及
啓
発
に
関
す
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
て
い
る
計
９
都
市

が
、
資
料
だ
け
で
は
伝
え
に
く
い
「
取
組

の
工
夫
」
や
「
苦
心
し
た
点
」
等
を
発
表

し
ま
し
た
。
成
果
報
告
会
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
満
足
だ
っ
た
」「
地
方
創
生
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
参
考
に
な
っ
た
」
等
、
既

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
に
選
定
さ
れ
て

い
る
都
市
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
層
か
ら

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
成
果
報
告
会
を
開
催
予
定

で
す
。
先
進
的
な
取
組
を
行
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
や

今
後
の
展
望
を
自
ら
発
表
す
る
こ
と
で
、

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

の
ヒ
ン
ト
や
学
び
、
気
づ
き
を
得
る
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

事
例
集
の
発
行

事
例
集
の
発
行

令
和
４
年
度
に
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
に
選
定
さ
れ
た
10
事
業
及
び
広
域

連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ

た
４
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
３
月
31

日
に
事
例
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
地
方
創
生
の
取
組
に

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

参
考
参
考

○�

２
０
２
３
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及

び
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
選

定
に
つ
い
て

�https://w
w
w
.chisou.go.jp/

tiiki/kankyo/teian/
sdgs_2023sentei.htm

l

○�

２
０
２
３
年
度
広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
事
業
の
選
定
に
つ
い
て

�https://w
w
w
.chisou.go.jp/

tiiki/kankyo/teian/sdgs_
kouiki_2023.htm

l�

○�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
成
果
報
告
に
つ

い
て

�https://w
w
w
.chisou.go.jp/

tiiki/kankyo/m
iraitoshi-seika.

htm
l

○�

「
事
例
集
」
に
つ
い
て

�https://w
w
w
.chisou.go.jp/

tiiki/kankyo/jirei/2022jirei.htm
l

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

熊
本
県
町
村
会
は
令
和
５
年
８
月
４
日

の
臨
時
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
８
月
５
日
就
任
）

熊
本
県
町
村
会
長

葦あ
し

北き
た

郡
芦あ
し

北き
た

町
長

竹た
け

﨑ざ
き　

一か
ず

成な
り

昭
和
22
年
３
月
21
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
８
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
昭
和
50
年
11
月
～
平
成
６
年
10
月
旧
芦

北
町
議
会
議
員
（
う
ち
昭
和
62
年
11
月
～

平
成
２
年
９
月
副
議
長
、
平
成
２
年
９
月

～
３
年
10
月
議
長
）
▽
平
成
６
年
11
月
～

16
年
12
月
旧
芦
北
町
長
▽
平
成
17
年
１
月

～
現
在
の
芦
北
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
14
年
４

月
～
20
年
１
月
熊
本
県
町
村
会
評
議
員

（
う
ち
平
成
17
年
４
月
～
20
年
１
月
熊
本

県
町
村
会
監
事
）
▽
平
成
20
年
１
月
～
令

和
５
年
８
月
熊
本
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
開
通
▽
佐
敷
城
跡
の
国
史
跡
指
定
▽
葦

北
鉄
砲
隊
結
成
▽
高
校
卒
業
時
ま
で
医
療

費
無
料
▽
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
▽
職

員
の
海
外
派
遣
条
例（
国
際
交
流
の
推
進
）

▽
高
級
地
酒
「
葦
分
」
や
温
泉
塩
を
使
用

し
た
「
塩
製
品
」
な
ど
の
開
発
▽
木
造
住

宅
建
築
支
援
事
業
補
助
金
▽
県
立
芦
北
高

校
支
援
事
業
▽
廃
校
等
を
活
用
し
た
企
業

誘
致
▽
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
事
業
補
助
金
▽

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
合
宿
誘
致
事
業
▽
令

和
２
年
７
月
豪
雨
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復

興
な
ど

【
趣
味
】
空
手
道
弐
段
、柔
道
伍
段
、水
泳
、

ク
レ
ー
射
撃
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
、
フ
ル
ー
ト
演
奏　

【
家
族
】
妻
、
２
男
１
女

政　策

お
問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話
：
０
３

－

５
５
１
０

－

２
１
９
９

�

メ
ー
ル
：g.Local-governm

ents-
SD
G
s@
cao.go.jp
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カ
ッ
く
ん
・
エ
ル
ち
ゃ
ん

カ
ッ
く
ん
・
エ
ル
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
佐
用
町
の
観
光
振
興
の
た
め
、
町
の
良
さ

と
親
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
公
募
し
、平
成
23
年
（
2
0
1
1
年
）

に
誕
生
し
た
「
お
さ
よ
ん
」。
頭
は
町
花
・
ひ

ま
わ
り
、
体
は
棚
田
、
町
内
を
流
れ
る
清
流

千
種
川
を
表
現
し
た
マ
フ
ラ
ー
を
身
に
つ
け
、

佐
用
町
の
き
れ
い
な
星
空
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
手
に
持
っ
て
い
ま
す
。
マ
フ

ラ
ー
に
流
れ
星
と
一
緒
に
描
か
れ
た

「
0
3
4
」
の
数
字
は
、
も
ち
ろ
ん
「
お
さ
よ

ん
」
を
表
し
て
い
て
、
本
人
も
お
気
に
入
り

の
ポ
イ
ン
ト
。
時
々
町
内
に
出
か
け
て
行
っ

て
、
語
尾
に
“
～
よ
ん
☆
”
と
つ
け
た
か
わ

い
い
話
し
言
葉
で
、
四
季
折
々
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
見
ど
こ
ろ
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
「
お
さ
よ

ん
」。
毎
年
7
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
開
催
さ
れ

る
「
南
光
ひ
ま
わ
り
祭
り
」
等
、
佐
用
町
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
な
明
る
い
笑
顔
で
観

光
P
R
の
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）、
印
南
町
は
、

国
か
ら
交
付
の
あ
っ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
」
の
運
用
方
法
と
し
て
、「
か
え
る
基
金
」

と
名
付
け
た
人
材
育
成
基
金
を
設
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、“
発
展
”
や
“
変
化
”
か
ら
連

想
す
る
「
か
え
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

も
の
で
、こ
こ
か
ら
「
い
な
み
か
え
る
五
か
条
」

（
考
え
る
、
人
を
か
え
る
、
町
を
か
え
る
、
古

里
へ
か
え
る
、栄
え
る
）
が
生
ま
れ
、マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
カ
ッ
く
ん
」「
エ
ル
ち
ゃ

ん
」
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

当
初
か
ら
着
ぐ
る
み
は
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
24
年（
2
0
1
2
年
）に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

丸
み
の
あ
る
短
い
手
足
の
可
愛
ら
し
い
姿
に

な
り
ま
し
た
。
毎
年
11
月
開
催
の
「
印
南
か

え
る
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
、
町
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
。
語
尾
に
「
～

ケ
ロ
」
と
つ
け
る
話
し
言
葉
で
、
こ
れ
か
ら

も
ふ
た
り
仲
良
く
印
南
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

ポンタ（写真左）：1989年2月20日生まれ。豊
根村の森の中で暮らすタヌキ族の男の子。元気
いっぱいで好奇心旺盛だけど、ドジでおっちょ
こちょい。ベリーちゃん：2005年生まれ。ブルー
ベリーの妖精。小さな子どもたちと仲良くする
ことが大好きな女の子。

2011年3月4日生まれ。チャレンジ精神
旺盛な女の子。特技は縄跳び、趣味はダ
ンスとかけっこ。かわいい笑顔がチャー
ムポイント。

ふたりとも1994年7月27日生まれ。いつ
も元気で好奇心旺盛。印南町のすてきなと
ころを見つけることと飛び跳ねることが得
意。暑さが苦手。男の子のカッくん（写真左）
の趣味は釣りとゴルフ、女の子のエルちゃ
んの趣味はサイクリング。

　
平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）、
豊
根
村
の
村

立
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
た
豊
根

村
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ポ
ン

タ
」。ス
キ
ー
の
達
人
で
、茶
臼
山
高
原
ス
キ
ー

場
で
は
、
時
々
ゲ
レ
ン
デ
で
「
ポ
ン
タ
」
の

華
麗
な
滑
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

じ
く
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る

「
ベ
リ
ー
ち
ゃ
ん
」
は
、
豊
根
村
産
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
平
成
17

年
（
2
0
0
5
年
）
に
誕
生
し
ま
し
た
。
毎

年
5
月
下
旬
か
ら
6
月
上
旬
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
茶
臼
山
高
原
の
「
芝
桜
ま
つ
り
」
や

2
月
下
旬
に
茶
臼
山
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
る
「
ポ
ン
タ
く
ん
カ
ッ
プ
」
に
は
、
必

ず
ふ
た
り
で
参
加
し
、
村
民
や
観
光
客
と
の

交
流
を
楽
し
ん
だ
り
、
競
技
参
加
者
を
応
援

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
誕
生
の
経
緯
は
異
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
た
り
で
仲
良
く

村
の
P
R
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

全国町村会は、町村等職員の厚生に資することを目的として、本会と生命保険会社で団体契約
を結び、「任意生命保険」、「任意医療保険」、「任意収入補償保険」を実施しております。ぜひ、
この機会にご加入をご検討ください。

生命 医療 収入補償 保険のご案内

『町村等職員だからこそ』受けられるメリットがあります
任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険（共通）

　○ 団体割引による低廉な保険料
「任意生命保険」申込保険金額1,000万円当たりの負担額（例）

任意生命保険・任意医療保険 
⃝新型コロナウイルス感染症に対応  
⃝付帯サービス「N-コンシェルジュ」の魅力

任意生命保険 
⃝最低保険金額200万円から加入可能
⃝ご加入キャンペーン特典 

任意収入補償保険 
⃝ ケガや病気で働けなくなった場合の収入

を最大65歳まで長期に補償 
⃝精神障害も最長24カ月補償

保障 (補償) 内容ご案内ムービー 【各5分】 

制度内容・お申込み手続きに関するお問合せ先
0120-375-696　日本生命
0120-500-826　あいおいニッセイ同和損保

医療生命
収入補償

医療生命 収入補償

※お問合せの際には、団体名「全国町村会」をお知らせください
〈受付時間〉 月～金曜日（祝日を除く）9 ： 00 ～ 17 ： 00

次回募集は令和 5 年 10 月から開始

月払掛金 実質負担金額

男性

22歳 1,200円 1,049円

30歳 1,200円 1,049円

36歳 1,430円 1,250円

41歳 1,790円 1,565円

女性

22歳 810円 708円

30歳 810円 708円

36歳 1,150円 1,005円

41歳 1,350円 1,180円
（※）月払掛金に直近３年間の平均配当還元率約12.6％を加味した概算金額です

第3252号9　2023年（令和 5年） 9月 4日
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利
府
町
は
、
宮
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、人
口
３
万
６
千
人
弱
の
町
で
あ
る
。

政
令
指
定
都
市
の
仙
台
市
の
中
心
部
ま
で

車
で
約
30
分
の
通
勤
・
通
学
圏
と
い
う
点

や
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
４
つ
あ
る
な

ど
、
町
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
医

療
・
商
業
・
公
共
施
設
等
の
充
実
、
自
然

と
都
市
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
住
環
境
が
魅

力
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
近
年
の
利
府
町
の
投
票
率
は
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
57
・
36
％
（
県
知
事

選
挙
と
同
日
・
Ｒ
３
．10
．31
）、
町
長
選

挙
35
・
26
％
（
Ｒ
４
．２
．６
）、
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
51
・
08
％
（
Ｒ
４
．７
．

10
）と
、国
政
選
挙
は
県
内
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
も
の
の
、
低
迷
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
将
来
の
政
治
参
画
及

び
投
票
率
向
上
に
取
り
組
む
た
め
令
和
元

年
度
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
「
こ
ち
ら
町
長

室
」（
小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、
地
方

自
治
の
現
場
で
あ
る
役
場
等
を
町
長
が
自

ら
気
軽
に
案
内
す
る
企
画
）
も
定
着
し
、

子
ど
も
や
保
護
者
に
好
評
で
あ
る
。
し
か

し
、
若
い
世
代
の
投
票
率
は
低
迷
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
主
権
者
意
識
の
醸
成
を
図

る
た
め
、「
親
子
で
投
票
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
と

い
う
新
し
い
取
組
に
挑
戦
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
が

実
施
し
た
「
親
子
で
投
票
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
は
、

公
職
選
挙
法
に
お
い
て
選
挙
人
の
同
伴
す

る
子
ど
も
が
投
票
所
に
入
場
で
き
る
こ
と

を
利
用
し
た
、
町
内
小
学
生
対
象
の
入
場

体
験
企
画
で
あ
る
。
事
前
に
学
校
を
通
し

て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
の
“
選
挙
に
つ
い
て

の
質
問
”
に
子
ど
も
が
回
答
し
、
保
護
者

と
共
に
投
票
所
に
入
場
す
る
。
保
護
者
の

投
票
後
、
出
口
付
近
の
専
用
投
票
箱
に
回

答
用
紙
を
投
函
す
る
と
、
後
日
抽
選
で
、

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
文
房
具
な
ど
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
。

投
票
所
は
、
選
挙
権
を
持
た
な
い
子
ど

も
に
と
っ
て
新
鮮
な
場
所
で
あ
り
、
投
票

用
紙
や
記
載
台
に
興
味
津
々
と
い
っ
た
感

じ
で
、
保
護
者
が
何
を
書
い
て
い
る
か
の

ぞ
き
込
ん
だ
り
、「
こ
こ
で
受
付
を
し
…
、

多
く
の
人
が
投
票
所
で
働
い
て
…
」
な
ど

子
ど
も
に
丁
寧
に
説
明
す
る
保
護
者
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
た
。
中
に
は
「
こ
ち
ら
町

長
室
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
も
い
て
、
地

道
な
啓
発
が
主
権
者
意
識
の
醸
成
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。

こ
の
企
画
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
２

つ
。
１
つ
目
は
児
童
が
選
挙
に“
慣
れ
る
”

こ
と
で
あ
る
。
小
さ
な
頃
か
ら
選
挙
に
行

く
こ
と
に
“
慣
れ
る
”、
投
票
所
の
雰
囲

気
に
“
慣
れ
る
”、
そ
れ
に
よ
り
、
子
ど

も
自
身
が
抵
抗
な
く
、
選
挙
デ
ビ
ュ
ー
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
２
つ
目
は
、
親
世

代
（
主
に
30
・
40
代
）
の
投
票
率
の
向
上

で
あ
る
。
全
国
同
様
、
本
町
で
も
30
・
40

代
の
投
票
率
は
低
い
。「
親
子
で
投
票
へ

Ｇ
Ｏ
！
」
を
周
知
す
る
た
め
学
校
を
通
じ

て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
が
、
子
ど
も

の
会
話
で
も
話
題
と
な
り
知
名
度
も
上

が
っ
て
い
る
。
今
ま
で
選
挙
に
無
関
心
で

あ
っ
た
選
挙
人
も
、「
親
子
で
投
票
へ
Ｇ

Ｏ
！
」
に
参
加
し
て
み
た
い
！
と
い
う
子

ど
も
に
連
れ
ら
れ
、
成
果
も
見
え
始
め
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

未
来
の
投
票
率
だ
け
で
な
く
「
今
」
の

投
票
率
に
も
目
を
向
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
利
府
町
で
は
選
挙
人
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
、
令
和
４
年
度
に
幅
広
い
年
代

が
訪
れ
る
町
内
の
大
型
商
業
施
設
「
イ
オ

ン
モ
ー
ル
新
利
府
南
館
」
に
期
日
前
投
票

所
を
設
置
し
た
。
期
日
前
投
票
所
は
２
か

所
目
と
な
る
が
、
町
有
施
設
以
外
へ
の
設

置
は
初
め
て
で
あ
る
。
同
施
設
内
の
掲
示

板
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

に
よ
る
投
票
の
呼
び
か
け
や
同
施
設
で

の
街
頭
啓
発
に
よ
り
、
大
型
商
業
施
設

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
組
を
展
開

し
た
。

「
親
子
で
投
票
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
取
組
や

期
日
前
投
票
所
増
設
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
利
府
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
令
和
４

年
７
月
10
日
執
行
第
26
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
係
る
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

た
。
投
票
率
の
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、「
こ
ち
ら
町
長
室
」
に
引
き
続
き

挑
戦
し
た
新
た
な
取
組
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
。

「
親
子
で
投
票
へ
Ｇ
Ｏ
！
」
の
“
選
挙

に
つ
い
て
の
質
問
”
は
実
施
の
都
度
変
え

る
。
今
回
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は

“

”（
な
）
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」、

子
ど
も
か
ら
の
回
答
で
一
番
多
か
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
平
和
」、次
い
で
「
安
心
・

安
全
」
だ
っ
た
。
昨
今
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
長
引
い
た
感
染
症
対
策

を
、
子
ど
も
は
敏
感
に
捉
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
自
身
の
現
時
点
で
の
意
識
的
な
政

治
参
画
、
ま
た
、
将
来
の
政
治
参
画
を
促

し
た
い
。
子
ど
も
が
想
う
平
和
な
日
本
を

子
ど
も
自
身
が
創
っ
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
主
権
者
教
育
を
重
要
視
し
て
い
き

た
い
。

投
票
率
向
上
へ
の
一
基
礎
自
治
体
の
試
み

熊く
ま

谷が
い

　
大ゆ

た
か

宮
城
県
利り

府ふ

町
長
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